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女性向け・ワーキングシューズ

  研究目的

従来はガテン系のイメージの強かった安全靴な

どのワーキングシューズだが、現在様々な企業が

『女性向けの』ワーキングシューズを販売してい

る。例えば現場の女性の声を取り入れたワーキン

グウェアの特設サイトや女性の足のサイズに対応

した小さめの安全靴を集めた特集ページを設ける

企業などもあり(図 1)、レディースワーキングシュ

ーズの需要は高まってきていると考えられる。

図 1. 上）ミドリ安全株式会社「ワーク女子力」、下）

通販サイト「ワークユニフォーム」

しかしその既存の商品の多くが男性用にデザイ

ンされたワーキングシューズのサイズをそのまま

変更しただけのが多く、完全な「女性用」とまで

は確率されているものは少ない。そこで機能面と

ファッション面を両立させたレディースワーキン

グシューズが必要なのではないかと考え、これを

目的とした。

  調査内容

2.1 女性の社会進出

図 2. 年齢階級別女性の就業率の推移

国土交通省の女性の就業率の推移をまとめたグ

ラフ(図 2)によると、働き盛りである 20代後半(緑

色線)と 30 代前半 (黄色線 )の社会進出の割合が

1980年から 2010年の約 30年間でゆるやかに上昇

している。このことから近年女性の社会進出が進

み、現場仕事に出る女性が増加していることがわ

かる。つまり、レディースワーキングシューズ市

場は今後ますます広がっていくと予想できる。

2.2 既存のレディースワーキングシューズ

今日様々な企業が販売しているレディースワー

キングシューズを調査した結果、既存の商品に関

して以下のことがわかった。

1 スニーカー型の靴が多い

2 女性向けにデザインされたものではなく「男

性用のワーキングシューズのサイズをそのま

ま変更させただけのもの」が大半を占め、そ




